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発見武蔵台 2013

中
の
田
公
園
に
あ
る
大
き
な
コ
ン
テ
ナ
。
発
見
に
は
及
ば

ず
中
央
通
り
を
歩
け
ば
誰
も
が
目
に
す
る
自
治
会
防
災
倉

庫
で
あ
る
。
夏
祭
り
の
や
ぐ
ら
用
鉄
骨
、
新
春
の
集
い
の

大
き
な
鍋
釜
、
餅
つ
き
の
臼
な
ど
イ
ベ
ン
ト
に
必
要
な
資

材
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。倉
庫
は
時
代
を
経
て
老
朽
化
し
、

公
園
の
美
観
を
損
な
う
と
の
声
も
で
て
い
る
。

その 6

コンテナ倉庫

■3月30日 (日 )
　　　　13時〜
■武蔵台公民館
　多目的ホールにて

　総会は、全会員をもって構成する自治会の最高
議決機関です。
　年１回の定期総会を開催し、会員の過半数の出
席（委任状を含む）で成立します。
　25年度事業報告、決算、次年度活動方針、予算、
役員の選出等重要なことを議決します。
　ぜひ、皆様の参加をお願いいたします。

こま武蔵台自治会
定例総会を開催します

第
12
回

奥
む
さ
し
駅
伝
競
走
大
会

「
第
12
回
奥
む
さ
し
駅
伝
競
走

大
会
」
が
１
月
26
日
、
飯
能
市

の
国
道
２
９
９
号
の
６
区
間

３
８
・
７
９
２
キ
ロ
で
開
か
れ
、

２
２
０
チ
ー
ム
が
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。

　

８
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
地
区
対
抗
の

部
で
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
２
０
０
番
を
つ
け

た
我
が
「
武
蔵
台
・
横
手
台
体
育
協
会
」

チ
ー
ム
が
見
事
に
優
勝
！

　

全
区
間
に
お
い
て
１
・
２
位
を
独
占
す

る
と
い
う
盤
石
の
レ
ー
ス
運
び
で
昨
年

に
続
き
２
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

滝
不
動
尊
の
応
援
場
所
で
は
、
武
蔵

台
囃
子
連
の
お
囃
子
と
と
も
に
、
応
援

旗
を
手
に
し
た
地
域
住
民
の
大
き
な
声

が
響
き
、
大
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

一
般
の
部
で
は
東
海
大
学
が
優
勝
。

高
校
の
部
は
、
埼
玉
栄
高
等
学
校
が
昨

年
の
雪
辱
を
果
た
し
て
優
勝
し
ま
し
た
。

（
広
報
部
）

地区対抗の部
「武蔵台・横手台体育協会」チーム成績
1 区	小樋選手	総合 00:34:12	 	2 着	（68）
　　9.886km	区間 00:34:12	 2 着
2 区	本園選手	総合 00:56:04	 2 着	（76）
　　5.433km	区間 00:21:52		 2 着
3 区	森選手	 総合 01:12:57	 1 着	（79）
　　4.217km	区間 00:16:53		 1 着
4 区	西原選手	総合 01:31:16		 1 着	（84）
　　4.679km	区間 00:18:19		 1 着
5 区	嵯峨選手	総合 01:51:37	 1 着	（90）
　　5.294km	区間 00:20:21		 1 着
6 区	松田選手	総合 02:23:30		 1 着	（83）
　　9.283km	区間 00:31:53		 1 着
※	（		）内数字は一般の部での着数

2 連 覇達成‼

「誰でも自由に外出できる地域社会を目指
して」をテーマに、２月２日、武蔵台公民
館で交通と都市研究の専門家である横浜国
立大学大学院の中村文彦教授を迎え講演会
が行なわれました。この催しは自治会が来
年度の活動計画としてすすめている外出支
援事業の移送サービスの一環として行なわ
れたもの。会場に集まった多数の住民の皆
さんは、各地域の自治会で行なわれている
移送サービスの実態や計画の取り組み方、
課題となる問題点など、教授のこれまでの

移送サービス説明会の開催
研究データを熱心に聞いていました。
　そのあと第２部として、先日行なった移
送サービスのアンケート結果報告と、休日
にもかかわらず出席いただいた日高市役所
交通政策課の担当者と、移送サービスの今
後の進め方に
ついて住民と
熱心な意見交
換が行なわれ
ました。
（広報部）
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平
成
26
年
1
月
18
日
（
土
）

午
後
7
時
～
9
時
5
分

自
治
会
館
２
F
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）
あ
り
方
検
討
委
員
会
答
申

　
　

新
会
計
規
程
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る

資
産
管
理
要
領
・
予
算
管
理
要
領
に
つ

い
て
確
認
し
た
。

（
２
）
廣
場
役
員
選
出
委
員
長
か
ら
の
質
問

状
に
つ
い
て

　
　

廣
場
役
員
選
出
委
員
長
か
ら
会
長
宛

に
２
回
質
問
が
出
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
い

て
回
答
し
た
。

　
　

以
下
に
そ
の
や
り
取
り
の
概
要
を
紹

介
し
ま
す
。
最
初
の
質
問
は
、
①
選
出

す
べ
き
候
補
者
数
は
25
名
か
14
名
か
。

②
11
月
の
役
員
会
で
成
立
し
た
役
員
選

出
規
程
は
事
務
手
続
き
に
誤
り
が
あ
り

無
効
だ
。
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
に
対

し
て
会
長
か
ら
、
①
選
出
す
べ
き
候
補

者
数
は
２
種
類
有
る
と
い
う
主
張
は
間

違
い
で
25
名
の
選
出
を
す
る
だ
け
で
あ

る
。
②
会
則
19
条
第
４
号
で
は
役
員

の
選
出
又
は
解
任
を
総
会
付
議
事
項
と

し
て
お
り
、
そ
の
た
め
選
出
結
果
又
は

解
任
結
果
と
そ
の
経
緯
は
総
会
で
求
め

ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
選
出

の
基
に
な
る
役
員
選
出
規
程
は
総
会
付

議
事
項
に
は
含
ま
れ
な
い
と
考
え
て
い

る
。
と
回
答
し
た
。

　

平
成
25
年
度
（
１
月
）

　

第
10
回
定
例
役
員
会
報
告

　
　

さ
ら
に
、
役
員
選
出
委
員
長
が
班
長

会
議
の
傍
聴
を
要
望
し
た
の
に
対
し
、

会
長
か
ら
選
出
委
員
は
中
立
公
正
を
期

す
る
立
場
か
ら
新
班
長
会
議
に
出
席
し

て
傍
聴
す
る
こ
と
は
予
断
を
持
つ
こ
と

に
な
り
職
務
遂
行
上
行
う
べ
き
行
為
で

は
な
い
と
考
え
る
。
と
の
回
答
を
し
た
。

（
３
）
総
会
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

（
４
）
26
年
度
各
専
門
部
第
１
次
活
動
計
画

並
び
に
予
算（
案
）に
つ
い
て

（
５
）
移
送
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　

住
民
説
明
会
開
催
と
講
演
の
実
施

　

２
月
２
日
（
日
）
午
後
１
時
よ
り

ａ
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
集
約
結
果
報
告

ｂ
新
春
の
集
い
送
迎
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

　
　

１
月
13
日
に
行
わ
れ
た
新
春
の
集
い

で
は
市
役
所
職
員
に
よ
る
送
迎
が
行
わ

れ
た
が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
い
人
も
多
く
、
利
用
者
は
５

人
で
あ
っ
た
。
利
用
者
か
ら
は
足
が
痛

い
の
で
助
か
っ
た
、
外
出
で
き
て
良

か
っ
た
、
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

◆
Ⅱ　

地
区
長
か
ら
の
報
告
◆

　

３
丁
目
地
区
長
よ
り
、
高
齢
者
が
多
く

３
年
に
１
度
く
ら
い
班
長
が
回
っ
て
く
る

こ
と
も
あ
り
、
現
在
２
カ
所
で
班
の
統
合

を
検
討
中
で
あ
る
。

　

６
丁
目
地
区
長
よ
り
、
３
月
16
日
に
防

災
訓
練
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

◆
Ⅲ　

副
会
長
・
事
務
局
・
各
専
門
部
報
告
◆

（
１
）
事
務
局

　
　

１
月
11
日
（
土
）・
12
日
（
日
）
新

班
長
会
議
実
施　

26
年
度
新
地
区
長
・

副
地
区
長
・
本
部
役
員
候
補
・
各
専
門

（2）

部
人
選
決
定

（
２
）
会
計

　
　

会
計
監
査
に
伴
う
各
専
門
部
会
計
処

理
の
徹
底

◆
Ⅳ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）
会
長

ａ
25
年
度
会
計
監
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
、
第
１
回
１
月
27
日
実
施

ｂ
26
年
度
総
会
に
向
け
た
議
案
書
作
成

（
案
）（
３
役
と
の
検
討
）
２
月
14
日
ま

で
に
行
う

ｃ
振
り
込
め
詐
欺
多
発
・
要
警
戒

ｄ
ご
み
収
集
日
（
ビ
ン
・
缶
）
の
変
更
注

自治会館の電話は、982-3904　FAXは、982-3904　Eメールは、koma-m@abelia.ocn.ne.jp　です。

木綿沢駐車場の料金が上がります
自治会と東急不動産㈱との間

で協定を結び、自治会が管理し
ている木綿沢駐車場の料金が、
消費税率変更に伴い 4月 1日か
ら上がります。
旧料金 5,040 円から新料金

5,184 円となりますのでお知ら
せいたします。
なお、駐車場の利用申し込み

は自治会館までご連絡下さい。
以上

45年振りの大雪に見舞わる

２月８日、15 日と例年にない�
大雪に見舞われ交通途絶、車庫
や車の破損、庭木等甚大な被害
が出て雪害に対する弱さが露呈
されました。
そんな中ご近所同士で雪掻き
に出て�生活道路の確保に尽力さ
れた住民の皆様に敬意を表しま
す。除雪された道路は多くの人
や車が通ることが出来ました。�
他方、自治会、市役所に処置
を求める連絡もあったようです
が、市役所では横手台への対応
で忙殺されたようです。
災害時には自助、共助、公助
が連携し一体となることで被害
を最小限にできるとともに、早
期の復旧・復興につながるもの
となります。�
普段の備えとご近所の協力が
大きな力になります。

（事務局）

期
間
１
月
27
日
～
２
月
28
日
ま
で
公

園
内
樹
木
剪
定
と
カ
ラ
ス
対
策
検
討
中

（
東
電
に
依
頼
中
）

ｂ
１
丁
目
16
街
区
～
47
街
区
の
下
水
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋
交
換
工
事
実
施　

期
間
１
月

～
３
月
14
日
ま
で

ｃ
２
月
１
日
（
土
）　

第
27
回
日
高
市
手
作

り
凧
揚
げ
大
会
開
催　

巾
着
田　

午
前

９
時
よ
り

ｄ
６
丁
目
ガ
ス
タ
ン
ク
下
道
路
Ｔ
字
路
の

安
全
対
策
市
役
所
へ
申
請
（
１
月
17
日

市
役
所
現
地
立
会
い
）

以
上

意　

４
丁
目
～
７
丁
目　

２
月
27
日

（
木
）
→
２
月
26
日
（
水
）

ｅ
１
月
19
日
（
日
）
子
供
会
準
備
委
員
会

開
催�（
企
画
最
終
確
認
）

ｆ
１
月
26
日
（
日
）
青
少
年
健
全
育
成
会

役
員
会

ｇ
１
月
30
日
（
木
）
福
祉
ネ
ッ
ト
役
員
会

（
２
）
区
長

ａ
入
口
公
園
（
法
面
）
樹
木
伐
採
実
施　
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自治会館は、毎週月、水、金の午前 10時〜午後３時、土の午前 10時〜正午まで（年末年始、祝日除）開いています。

平
成
26
年
2
月
16
日
（
日
）

午
後
7
時
～
8
時
50
分

自
治
会
館
２
F
会
議
室

（
大
雪
の
影
響
で
１
日
順
延
し
て
行
わ
れ
た
）

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）
平
成
26
年
度
総
会
資
料
検
討

ａ
25
年
度
活
動
結
果
報
告
に
つ
い
て

ｂ
26
年
度
活
動
計
画
に
つ
い
て

（
２
）
２
月
23
日
の
子
ど
も
会
準
備
委
員
会

の
イ
ベ
ン
ト
準
備
及
び
応
援
依
頼
に

つ
い
て

　
　

大
雪
の
影
響
で
実
施
で
き
る
か
？

◆
Ⅱ　

地
区
長
か
ら
の
報
告
◆

　

１
丁
目
地
区
長
よ
り
、
除
雪
さ
れ
て
な

く
歩
き
に
く
い
箇
所
を
今
日
昼
過
ぎ
に
１

時
間
く
ら
い
か
け
て
１
丁
目
の
有
志
に
よ

り
除
雪
し
た
。

　

４
丁
目
地
区
長
よ
り
、
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク

ス
に
12
月
の
大
掃
除
の
掲
示
が
ま
だ
あ
る

が
外
し
て
構
わ
な
い
か
。

　

６
丁
目
地
区
長
よ
り
、

①
２
月
２
日
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
説
明
会
の

回
覧
が
２
月
１
日
に
回
っ
て
き
た
が
、

あ
ま
り
に
も
近
す
ぎ
る
日
程
の
周
知
は

考
え
て
ほ
し
い
。

②
郵
便
局
員
が
配
達
中
に
公
園
で
喫
煙
し

た
タ
バ
コ
を
ポ
イ
捨
て
し
た
。
火
災
が

恐
ろ
し
い
の
で
厳
重
に
申
し
入
れ
し
て

ほ
し
い
。

　

平
成
25
年
度
（
2
月
）

　

第
11
回
定
例
役
員
会
報
告

（
２
）
区
長

ａ
６
丁
目
ガ
ス
タ
ン
ク
下
道
路
Ｔ
字
路
の

安
全
対
策
完
了

ｂ
朝
採
れ
フ
ァ
ー
ム

　１月13日（成人の日）、こま武蔵台自治会、安全対策部主催の新
春の集いが開催されました。
　会場の武蔵台ショッピングセンターには開場の10時からお囃子
の音に誘われるように参加者が集まり始め、主催者の挨拶、飯能警
察署と武蔵台駐在署からの交通安全と犯罪防止のお話を伺った後、
にぎやかな集いに入りました。
　素晴らしい快晴に恵まれ、朝の冷たい風も11時位にはゆるみ、
皆さんもゆっくり楽しめた事と思います。
　今回は日高市のスーパーアイドルのクリッキーとクリッカーの来
場もあり、子供たちにモテモテでした。
　お楽しみの模擬店は大繁盛で、豚汁は大釜一杯を11時頃に完食、
つき立てお餅とたこ焼は作業が間に合わず、長い列が絶えず出来て
いる大人気でした。（ちなみにお餅はもち米25kgをつききり、たこ
焼は役員の方は味見もできず、終了間際に「たこ無したこ焼」をやっ
と食べられたという事です）
　にぎやかなお囃子の音や楽しい獅子舞を見ながら、皆さんの会話
も弾んでいました。
　今回は送迎車を用意するといった新しい試みもあり、来年以降も
より多くの参加者が集まれる、
ますます盛んな集いになって
いってほしいと思います。
　最後に、この集いを企画
/運営された役員の皆さん、本
当にご苦労様でした。（広報部）

新春の集い開催

③
生
活
道
路
の
除
雪
の
協
力
回
覧
を
回
し

た
。

　

７
丁
目
地
区
長
よ
り
、
班
長
よ
り
榎
田

緑
地
に
面
し
た
７
丁
目
外
周
道
路
に
犬
の

糞
が
始
末
さ
れ
て
な
い
と
い
う
連
絡
が
あ

り
、
実
際
に
確
認
し
た
ら
大
型
犬
の
糞
と

思
わ
れ
る
も
の
が
か
な
り
あ
り
、
糞
の
始

末
を
必
ず
す
る
よ
う
に
周
知
を
徹
底
し
て

ほ
し
い
。

◆
Ⅲ　

副
会
長
・
事
務
局
・
各
専
門
部
報
告
◆

（
１
）
会
計

　
　

25
年
度
会
計
実
績
見
込
み
と
26
年
度

予
算
概
算
に
つ
い
て

　
　

役
員
報
酬
の
支
払
い

（
２
）
広
報
部

　
　

武
藏
台
だ
よ
り
３
月
号
発
行
に
つ
い
て

（
３
）
環
境
衛
生
部

　
　

最
後
の
部
会
を
22
日
に
行
う
予
定
で

あ
る
。

（
４
）
文
化
厚
生
部

　
　

先
週
木
曜
日
に
最
後
の
部
会
を
開
い

た
。
26
年
度
も
介
護
予
防
教
室
を
や
る

予
定
だ
が
、
担
当
部
署
が
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
な
る
。

◆
Ⅳ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）
会
長

ａ
25
年
度
会
計
監
査
実
施
（
第
１
回
１
月

27
日
、
第
２
回
２
月
７
日
、
第
３
回
３

月
５
日
）

ｂ
学
校
放
課
後
学
習
応
援
に
つ
い
て

ｃ
子
ど
も
会
準
備
委
員
会
２
／
11

ｄ
青
少
年
健
全
育
成
会
役
員
会

ｅ
国
際
興
業
バ
ス
打
合
せ

住民の親睦と交流の場
第九回　こま武蔵台サロン
日時　平成26年3月12日（第二水曜日）
場所　こま武蔵台自治会館　２階洋間
第一部カラオケ教室
時　間　13：00〜14：00
指導者　叶	亮子（むさし野歌謡連合会・本部講師）
機材提供　三浦	忠氏（武蔵台在住）

第二部　介護予防教室
時　間　14：10〜15：10
テーマ　「認知症の予防」
講　師　谷脇	幹さん（認知症ケア専門士）
体操指導　日高の里職員

①夜霧よ今夜も有難う
②長良川艶歌
③千曲川
④暴れ太鼓
⑤川の流れのように
⑥憧れのハワイ航路
⑦紬の女
⑧さざんかの宿
⑨無法松の一生
⑩傷だらけの人生
　　　　　　　その他

　
　

朝
採
れ
フ
ァ
ー
ム
に

協
力
企
業
が
出
て
き
た
。

東
京
で
居
酒
屋
を
20
店

舗
営
業
し
て
い
る
企
業

が
共
同
経
営
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
今
後
は
店

を
今
よ
り
き
れ
い
に
し

た
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー
メ

ニ
ュ
ー
を
今
よ
り
充
実

さ
せ
る
方
向
で
検
討
し

て
い
る
よ
う
だ
。

ｃ
２
月
９
日
（
日
）
大
雪
の
た
め
市
役
所

へ
除
雪
対
応
要
請

ｄ
区
長
会
１
／
23　

以
上



武 蔵 台 だ よ り

多
く
は
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
に
は

徒
歩
か
、
あ
る
い
は
自
転
車
を
利
用
す
る

こ
と
で
自
然
と
足
腰
が
鍛
え
ら
れ
て
い
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
現
象
を
喜
ぶ
べ
き
か
悲
し
む

べ
き
か
戸
惑
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
自
然

豊
か
な
武
蔵
台
は
家
か
ら
一
歩
外
に
出
れ

ば
坂
道
。も
し“
足
の
難
民
”に
な
れ
ば
こ

の
丘
陵
住
民
は
自
然
と
足
腰
が
鍛
え
ら
れ

寝
た
き
り
が
少
な
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

凧
揚
げ

五
丁
目　

Ｏ
・
Ｕ

　

お
正
月
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
り

ま
し
た
が
、
ふ
と
振
り
返
っ
て
見
る
と
、

凧
が
揚
が
っ
て
い
る
の
を
見
な
か
っ
た
な

と
気
が
つ
き
ま
し
た
。

　

そ
う
い
え
ば
こ
こ
何
年
も
凧
揚
げ
を
し

て
い
る
姿
を
見
た
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。

私
が
子
供
の
頃
（
も
う
半
世
紀
を
数
え
る

昔
で
す
が
）
お
正
月
休
み
と
い
え
ば
凧
揚

げ
で
、
近
所
の
中
学
校
の
校
庭
で
競
う
よ

う
に
幾
つ
も
の
凧
が
揚
が
っ
て
い
た
も
の

で
し
た
。
凧
の
他
に
は
ゴ
ム
飛
行
機
も
よ

く
飛
ば
し
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
も
「
最
高

の
出
来
」
の
も
の
ほ
ど
数
回
の
飛
行
で
体

育
館
の
屋
根
や
高
い
木
に
つ
か
ま
り
「
未

帰
還
」
に
な
っ
て
悲
し
い
思
い
を
し
た
も

の
で
し
た
。（
そ
う
い
え
ば
チ
ャ
ー
リ
ー
ブ

ラ
ウ
ン
の
近
所
に
も
タ
コ
喰
い
の
木
が
あ

る
よ
う
で
す
ね
。
こ
ん
な
事
も
ふ
と
思
い

出
し
ま
し
た
）

（4）2014年3月1日

　

難
民
呼
ば
わ
り
さ
れ
て�

二
丁
目　

Ｓ
・
Ｋ

　

武
蔵
台
住
民
が“
買
い
物
難
民
”呼
ば
わ

り
さ
れ
て
久
し
く
な
る
が
、
さ
ら
に
は
国

際
興
行
バ
ス
の
撤
退
、
西
武
秩
父
線
の
廃

止
な
ど
“
足
の
難
民
”
に
脅
か
さ
れ
も
し

た
。
難
民
と
は
嫌
な
言
葉
だ
。
も
と
よ
り

難
民
と
は
戦
争
・
天
災
や
政
治
的
混
乱
か

ら
の
迫
害
を
逃
れ
て
居
住
地
外
に
出
た
人

を
意
味
す
る
言
葉
で
、
こ
こ
で
い
う
買
い

物
難
民
と
は
全
く
意
味
が
異
な
る
の
で
あ

る
。

　

か
つ
て
、
民
放
テ
レ
ビ
で
日
本
全
国
47

都
道
府
県
の
あ
る
テ
ー
マ
に
も
と
づ
き
１

～
２
位
を
競
う
番
組
が
あ
っ
た
。
そ
の
な

か
で“
寝
た
き
り
老
人
”が
最
も
少
な
い
県

に
あ
げ
ら
れ
た
の
が
埼
玉
県
で
、
２
位
が

千
葉
県
、
３
位
が
愛
知
県
で
あ
っ
た
。

　

高
齢
化
が
進
む
な
か
で
寝
た
き
り
に
な

る
住
民
が
少
な
い
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と

だ
が
、
な
ぜ
寝
た
き
り
の
人
が
少
な
い
の

か
。
番
組
は
そ
の
理
由
と
し
て
自
然
に
足

腰
が
鍛
え
ら
れ
る
環
境
が
あ
っ
て
、
そ
れ

が
生
活
習
慣
に
し
み
つ
い
て
い
る
か
ら
だ

と
い
う
。
そ
の
裏
づ
け
と
し
て
埼
玉
は
県

全
域
の
面
積
に
対
す
る
駅
の
密
集
率
が
低

い
こ
と
を
あ
げ
て
い
た
。
つ
ま
り
住
民
の

　

今
か
ら
考
え
ま
す
と
、
中
学
校
の
校
庭

で
の
凧
揚
げ
な
ど
は
、
我
々
は
侵
入
者

で
、
現
在
で
は
保
安
や
安
全
の
面
か
ら
許

さ
れ
な
い
事
で
し
ょ
う
が
、
自
治
体
な
ど

が
お
膳
立
て
し
た
凧
揚
げ
大
会
な
ど
と
は

ち
ょ
っ
と
違
っ
た
味
の
思
い
出
で
あ
り
ま

し
た
。

　

陽
光
き
ら
め
く

三
丁
目　

Ｎ

　

寒
い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
日

差
し
も
徐
々
に
の
び
て
、
春
の
陽
気
も
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

　

今
年
は
特
に
寒
か
っ
た
で
す
が
、
数
年

前
は
冬
の
間
に
何
度
か
積
雪
が
あ
り
、
家

の
前
の
除
雪
を
行
い
ま
し
た
が
最
近
は

す
っ
か
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も

温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
。

　

武
蔵
台
は
緑
に
囲
ま
れ
、
自
然
が
ゆ
た

か
で
恵
ま
れ
環
境
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は

花
粉
の
季
節
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

西
川
材
の
産
地
の
た
め
、
秩
父
へ
向
か

う
国
道
の
ま
わ
り
は
、「
杉
」・「
檜
」
の

オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
す
。
我
が
家
は
、
全
員

花
粉
症
に
な
や
ま
さ
れ
、
つ
ら
い
日
々
が

続
き
ま
す
、
武
蔵
台
の
方
々
も
発
症
し
て

い
る
人
が
大
半
か
と
思
い
ま
す
。

　

梅
の
開
花
に
続
き
桜
の
開
花
も
、
も
う

す
ぐ
で
す
。
冬
の
間
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
や
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」
が
流
行
し
ま

し
た
が
、
元
気
に
春
を
迎
え
た
い
も
の
で

す
。

編　

集　

後　

記

　

立
春
も
過
ぎ
て
暦
の
上
で
は
春
で
す
が
、

８
日
、
14
・
15
日
は
大
変
な
大
雪
で
し
た
。

春
寒
で
す
ね
。
２
月
は
未
だ
寒
い
季
節
だ

と
雪
掻
き
に
汗
を
流
し
な
が
ら
呟
い
て
い

ま
し
た
。
で
も
も
う
春
な
の
だ
か
ら
、
こ

れ
は
き
っ
と
冬
の
名
残
り
の
は
ず
で
、
春

の
暖
か
い
陽
射
し
の
到
来
を
心
待
ち
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
武
蔵
台
だ
よ
り
も
こ

の
号
を
持
っ
て
終
了
し
ま
す
。
一
年
間
、

広
報
誌
と
し
て
の
役
目
を
果
た
し
え
た
の

か
ど
う
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
皆

さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
度
も
ま
た
宜

し
く
目
を
通
し
て
貰
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
リ
レ
ー
随
想
の
Ｎ
さ
ん
の
原

稿
に
つ
い
て
は
、
大
雪
の
前
に
い
た
だ
き

大
雪
の
後
で
の
掲
載
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
大
入
）

ちょっとよい言葉　　老いれば失うものも多くあるが 得るものも大きい

野　

本　

勝　

子
（
83
歳
）
一
─
四
十
五
─
十
一

ご
逝
去
日　

十
二
月
八
日　
　

竹　

井　

征　

男
（
69
歳
）
四
─
十
五
─
三

ご
逝
去
日　

十
二
月
十
六
日　

山　

下　

京　

子
（
79
歳
）
四
─
二
─
十
三

ご
逝
去
日　

十
二
月
二
十
二
日

桑　

原　

き
く
江
（
85
歳
）
四
─
九
─
五

ご
逝
去
日　

一
月
十
日　
　
　


